
■取組のきっかけ
・子どもを持つ親として「安心・安全な食材を食べさせたい。」との思いと、「持続可能な農業は何か。」

を考え、土壌改良資材（有機）を使った土づくりによる栽培を始める。
■取組の特徴
・野菜は全て、栽培期間中、農薬・肥料を使用しない。水稲は、一部で無農薬又は減農薬で栽培。
■取組のメリット
・消費者に、無農薬・無肥料栽培に対する理解が少しづつ浸透し、徐々に顧客が増えている。
■苦労している点
・農作物は生き物であり、生育が思うようにいかないこと。新たに借りた農地での栽培には、土づくりに数

年かかること。手間がかかっていても、それをコストとして価格に転嫁できないこと。
■今後取り組みたいこと
  ・かんしょで有機JAS認証を取得すること。干し芋の新たな販路を開拓すること。

事務所所在地：埼玉県北葛飾郡松伏町大川戸1725
HPアドレス：https://masudanoyasai.net
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【生産概要】（令和５年産）
水稲：12ha（コシヒカリ、彩のきずな、ほしじるし、ササニシキ等）
露地野菜：1.5ha（かんしょ、たまねぎ、にんじん、レタス等）

＊野菜は全て農薬・肥料不使用
【経営概要】2015年に就農
「ますだのやさい」として、農薬や肥料を使わない野菜を中心に販売
S-GAP実践農場(令和５年３月)   本人、妻、パート６名

【販売概要】インターネットによる干し芋セットや野菜セット、米粉の販売、
スーパー、農産物直売所ほか舛田 晃代表（前列右から2人目）、奥さんと従業員の皆さん

（写真提供：ますだのやさい）

https://masudanoyasai.net/
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